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前回の例会 

 2015年 8月 21日(金)第 1673回 

卓  話 「 自己紹介 」 

卓 話 者 平野 祥之 会員 

今週の歌 ｢ 我等の生業 ｣  

｢ 涙そうそう ｣ 

｢ 堺北ＲＣの歌 ｣  

お客様の紹介  

出席報告 会長の時間 

委員会報告・幹事報告・ＳＡＡ報告 

○皆出席表彰（８月度）  

小西幹夫会員(第４回) 

 塩見 守会員(第４回) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

     

 

 

 

 

 

 

事務所  〒590-0024堺市堺区向陵中町 2丁 5-10 杉本ビル 5-B・Tel:(072)255-1200番 

例会日 毎週金曜日 午後 0時 30分  

例会場 PANTARON   Tel:(072)228-3988番  （魚太郎直通電話） 

 URL     :  http://www.sakai-kita.jp/ 

E-mail  ： snrc＠jasmine.ocn.ne.jp 

ガバナー(第 2640地区)  ：豊澤 洋太朗（トヨサワ ヨウタロウ） 

ガバナー事務所  URL   ： http://2640.jp/ 

         E-mail ： office@2640.jp 

会長：坂田兼則  幹事：藤永 誉  広報委員長：山ノ内修一  編集者：平野祥之 

 

第 2640地区 堺北ロータリークラブ週報 

創立 1980年 10 月 8日 

2015年 8月 28日 第 1673号 

 

四つのテスト 言行はこれに照らしてから 1.真実かどうか 2.みんなに公平か 3.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか 

 2015年 8月 28日(金)第 1674回 

卓  話 「 私の生活 」 

卓 話 者 米山奨学生 ソ・ミンジ 様 

紹 介 者 小西 幹夫 会員 

今週の歌 ｢ 我等の生業 ｣  

｢ 夏の思い出 ｣ 

お客様の紹介  

出席報告 会長の時間 

委員会報告・幹事報告・ＳＡＡ報告 

 

2015年 9月 4日(金)第 1675回 

卓  話  「 新世代フォーラム 」 

卓 話 者  澤井 久和 新世代委員長 

 

 
2015-16 年度 国際ロータリーのテーマ 

「世界へのプレゼントになろう」 
Be a Gift to the World 

国際ロータリー会長 K.R. ラビンドラン（スリランカ・コロンボ RC） 

本日の例会 

 

時間 

 

次週の例会 

 

時間 

 

＜８月７日(金)の出席報告＞ 
会 員 数           31名 
出席会員           21名 
欠席会員             10名 

   ビジター          0名 
ゲスト           0名      
7月 10日(金)の出席率   80.64％ 

 

今週の歌 
「夏の思い出」 

夏がくれば 思い出す 

はるかな尾瀬
お ぜ

 遠い空 
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http://www.sakai-kita.jp/
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「 自己紹介 」 

会員 平野 祥之 

 

本日は、先輩方の皆様方の前で、お話しをさせて頂く機会を頂戴し、誠に有難うござ

います。今日は初めての機会ですので、自己紹介をさせて頂きます。  私は、堺で生ま

れ、堺で育ち、今も堺に家があって働かせて頂いている、堺しか知らない井の中の蛙で

す。優しい父と、厳しいけれど愛情たっぷりの母に育てられ、お蔭様ですくすくと大き

くなりました。大学は大阪教育大へ進み、旅行会社で１年間勤めた後、教員生活を３年

送りました。その後、父が代表である、ケイ・エイチ工業という設備工事業を営んでい

る会社へ入りました。役所関係のお仕事もさせて頂いており、なかには入札工事で失敗

をし大変なことも体験しましたが、営業活動の結果、民間のお客様も１社１社増え続け

ていきました。それでも仕事の波が激しく、さらに多くの新しいお客様と出会うために、

人材派遣でお役立ちになって信頼関係を築きそれから設備のお仕事を頂けることを期待

し、人材派遣業を始めました。初めての新規事業への挑戦で、共にやって頂けるパート

ナーが、なかなか定着せずに難儀しておりましたが、素晴らしいパートナーに出会って

からは有り難いことに、事業を大きく発展して頂きました。元々は製造業のお客様がほ

とんどでしたが、徐々にサービス業などの非製造業のお客様も増えてきて、ケイ・エイ

チ工業の経営理念である、モノづくりのお客様に対する部分が異なってきたので、２０

０６年に、別法人化として、現在のＫＨスタッフステーションを創って頂きました。昨

年は、さかい新事業創造センター（通称：Ｓ－Ｃｕｂｅ）に入居させて頂きました。今

後の日本が実労働人口が減少する時代に、高齢者の方も、女性の方も、そして外国人の

方ももっともっと活躍できるように、日々人と企業の懸け橋として励んでおります。堺

にはベトナム領事館があり、またそれもあって堺にはベトナム人実習生も多くなってき

ており、この度、太陽パーツの城岡社長のお力をお借りしまして、堺ものづくりネット

ワーク協同組合を、堺の製造業４社が発起人となり申請したところ、大阪府の認可がつ

い先日おりました。堺とベトナムをモノづくりの実習生を通じ、ネットワークを築いて

参りますので、今後ともご支援ご協力のほど、何卒よろしくお願い致します。ご清聴、

どうも有難うございました。 

 

 

 

会長 坂田 兼則 

 

本日の会長の時間は、ロータリー・インタ－ナショナルに掲載されていたニュ－スの一

つを御紹介したいと思います。 

 2015年2月の記事の中に、2014年11月23日にインドの競馬場で行われた出来事が

掲載されていました。インド西部のロータリー会員たちが、競馬場に詰めかけた数万人

の観客を前に、ロータリーを紹介するイベントを開催し、クラブ奉仕プロジェクトへの

寄付30万ドル（37,200,000円）を集めたという記事です。 

 インド西部のロータリー会員たちが、社会の様々な人たちが集まる競馬場で「人類の

ためのレース」と銘打ったイベントを実施するアイデアを思いついたそうです。そこで

競馬場の運営にかかわっていたロータリー会員のグラムAさんが競馬場に働きかけ、11

月 23 日に行われたレ－ス 8 つのうちの 7 つに、地元ロータリークラブが計画していた

奉仕プロジェクトの名前をつけてもらってイベントを行った出来事です。 

会長の時間 

 

時間 

 

卓  話 

 

時間 
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 各クラブは識字率向上、子供の健康、教育支援などに取り組むプロジェクトのために、

レ－ス開催日までに50.000ドル（6.200.000円）の寄付を集めました。ただレ－スに賭

けることはイベントの一環としては奨励されなかったそうです。 

 このイベントでは、6.000人を超えるロータリー会員が参加し、子供のためのフアッシ

ョンショ－やアート教室がおこなわれたほか、清掃キャンペ－ンも実施されたそうです。

イベントではほかに、クラブのリーダ－が観客を対象に 1.500 の入会勧誘キットを配布

し、競馬場への道筋にはロータリーカラーの飾りや、ロータリーの旗、そしてあらゆる

場所にはバナ－が飾られ、競馬場のスクリーンにはロータリーの公共奉仕広告のビデオ

が流されたそうです。 

 この出来事は、新聞、ラジオ、テレビでも報道されました。 

ロータリー財団の元管理人のアシュク・マハジャンさんは「このイベントによって多額

の募金が集まり、地区内のロータリー会員が交流し、ロータリアンの親善が強調できた

ばかりか、インドにおけるロ－タリ－の規模とネットワ－クをたくさんの人々にアピ－

ルできました。」と話していたそうです。 

 又、地元のロータリークラブとイベントを共同主催した第 3140 地区のガバナーのア

ジエイ・グプタさんは、「たくさんのロータリー会員と集まって国歌を歌い、国旗とロ－

タリ－の旗が同時に形容されたのを見るのはとてもすばらしかった。」と語りました。 

インドは現在非常に経済発展している国だと聞いておりましたが、この国のロータリア

ンの行動力又、実行力に驚きました。 

 私たちの所属する第 2640 地区もいつかはそういう地区にならんことを願い、本日の

会長の時間とします。有難うございました。 

 

  

 

広報委員会 

広報委員長 山ノ内 修一 

「８月号ロータリーの友 ご紹介」 

 

まず、左開き（横書き）。 

１．３ページ。今年度ＲＩ会長Ｋ．Ｒ ラヴィンドラン氏のロータリーの奉仕は「最 

高でなければ良いとは言えない」という考えが示されています。英文を訳すから 

ちょっと変な日本語という感じがしますが、『「世界へのプレゼント」になるために

最善を尽くすことをどうか忘れないでください。』と結ばれています。 

２．８～９ページ。 「世界の女性会員の割合と１クラブ当たりの平均会員数」が見や

すい円グラフで示されています。日本の女性会員割合は５．３４％。今年２月に訪

問したタイは３４．４５％。女性会員が多いなという印象をもって帰りましたが、

このグラフを見るとやっぱりという感じがしました。 

３．１０ページ。「日本の会員数の推移」 

１９９０年から２０１４年までの日本の会員数の推移が棒グラフで示されています。   

漸減傾向が如実に示されています。ロータリークラブの存在意義が問われているよ

うにも見えます。 

４．３６～３７ページ。  

「ロータリー米山記念奨学事業の基礎知識」 

米山記念奨学事業について詳しく紹介されています。知っているつもりでもこれを読   

むと、へーっと思うことも多いはず。特に入会暦の浅い方に読んでいただきたいと思

います。 

５．３８～３９ページ。「第１６回 ロータリー国際囲碁大会」 

委員会報告  

 

時間 
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国際囲碁大会が今年５月日本で開催されたことが載っています。囲碁に関わり深い

当クラブですので、次回はどなたかが出場されてはいかがでしょう。 

続いて右開き（縦書き）。 

６．４ページ。「出会い、感動、夢への挑戦！」 

実は今回の８月号はつい先ほど事務局でもらい、近くのミスタードーナツ店で１時

間半ほどかけて読みました。下関市教育委員会教育長の波佐間清氏が寄稿されてい

ます。この記事を読んでいて、途中、感動のあまり涙がでました。 

こらえたつもりでしたが声もでたのでしょう、カウンター席で勉強していた学生の

何人かが不審げにこちらを見ました。不覚！全部読んでいただきたいのですが、時

間がなければ後段の「縁を生かす」というところだけでも読んでください。私が泣

いたのはこの箇所です。小学校の担任として生徒としての出会いがその後生徒の人

生を大きく変えていくという話です。私たちは人生で沢山のご縁をいただきます。

そのご縁を生かしたいですし、また相手にとっても私との出会いが良き縁であった

と思ってもらえるような生き方をしたいと思ったしだいです。 

 

他も紹介したい記事はありますが、時間の関係でこのあたりで終わらせていただき

ます。 

 

 

社会奉仕委員会 

社会奉仕委員長 塩見守 

「８月度ダメ・ゼッタイ募金」報告 

 

今年度第２回目の「ダメ・ゼッタイ募金」を８月２１日の例会で行いました。 

今回は中田会員の田舎島根県津和野町の源流で取れた葵の茎の醤油漬けを用意しまし

た。 

募金額は9,513円です。皆様の御協力に感謝致します。 

 

 

「秋の交通安全運動のお知らせ」 

 

会員の皆様には日頃より社会奉仕委員会の活動にご協力頂き、有難うございます。 

さて、下記の通り、恒例の秋の交通安全運動が行われます。会員の皆様は万障繰り合わ

せの上、ご参加頂きます様お願いします。 

記 

日時：平成2７年9月１８日（金）夕方16：30～17：15 

場所：堺市市役所 市民広場前 

※ジャンパー・帽子 着用お願い致します。 

以上 

 

 

 

那須宗弘会員 お金の還元を致します。 

山ノ内修一会員 平野さん卓話楽しみにしています。 

城岡陽志会員 来週からヨーロッパへ視察旅行にいきます。万一の時は那須さん嶽盛さ

ん、宜しく！ 

米澤邦明会員 ちょうど出席報告の時に遅れてきました。ちゃんと出席人数に入れてお

ＳＡＡ報告  

 

時間 
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いて下さい。 

中川 澄会員 中田さんお世話になりました。 

嶽盛和三会員 お盆お疲れ様でした。 

奥野圭作会員 皆さん、こんにちは。 

平野祥之会員 城岡社長、お蔭さまで補助金、採択されました。協同組合も認可がおり

ました。有難うございました。 

合計 ２９，０００円 

 

 

 

（１）本日の配布物 

・週報  ・クラブアッセンブリー資料 

・卓話資料 ・ロータリーの友８月号 

 

（２）幹事報告 

 ・次週の例会は、外部卓話 米山奨学生ソ・ミンジ様をお招きし「私の生活」とい 

う題で卓話して頂きますので、皆様ご出席の程お願い申し上げます。 

 

 ・例会場・事務局移転のご案内 

  ８月２８日(金)例会終了後に事務局と例会場を下記の通り移転致します。 

新例会場：南海グリル天兆閣別館 

「ローズ」９月４日(金)例会より 

新事務局：堺市堺区車之町西 2丁1番30号 ポピア南海３階３０２号 

       TEL：072-223-2300 

       FAX：072-223-5005 

  電話は８月２８日(金)午後より開通  

FAXは８月３１日(月)午後３時より開通 

    

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹事報告 

)) 

 

時間 

 

答え 

① 〇異議  他人と異なる議論や主張。 

×異義  異なる意味。 

② 〇意思  何かをしようとするときの 

考え・気持ち。 

×意志  何かをすすんでしようとする 

気持ち。 

③ ×異常  正常ではない様子。 

〇異状  いつもと違う状態。 

④ ×異動  職務や地位が変わること。 

〇異同  違っているところ。 

⑤ 〇開放  制限無く、自由に出入りさせる 

こと。 

×解放  制限や束縛をとき、自由にする 

こと。 
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「ご存知ですか？」 

～どちらを使いますか編～ 

広報委員会  

1．無謀な計画に意（議or義）を唱える  

2．意（思or志）の疎通がうまくいかない  

3．体の不調や異（常or状）を訴える  

4．両者に生じた異（動or同）を分析する  

5．屋上を一般に（開or解）放する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

 

 

 

 

 

 


